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（別紙様式４－１）                                         （県立高等学校・中学校用） 
熊本県立南稜高等学校 令和７年度（２０２５年度）学校評価表 

１ 学校教育目標 
三綱領のもと、知・徳・体の調和がとれた教育活動を展開し、高い知性と豊かな感性を持ち、心

身ともに健康で、主体的に考え判断し、行動できる力を備えた地域や社会の発展に寄与する人材を
育成する。 

 

２ 本年度の重点目標 
１ 学習指導の充実 
   ・ 「南稜スタンダード」と分かる授業の推進 
   ・ ＩＣＴを活用した個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実 
   ・ 「主体的・対話的で深い学び」の充実 
   ・ 観点別評価の適正実施 
   ・ 読書指導の充実 
   ・ 社会とつながる実学教育の推進 
 ２ 基本的な生活習慣の確立と規範意識の高揚 
   ・ 「挨拶・時間を守る・服装の整備・掃除」習慣の定着 
   ・ お互いの個性を認め合い、支え合うことができる集団の育成 
   ・ 学校行事や部活動、ボランティア活動などを通した自主性と主体性の育成 
   ・ 地域や異年齢集団との交流活動を通した自己有用感の醸成 
 ３ 教育相談体制の充実 
   ・ 個別の教育支援計画と指導計画による指導の充実 
   ・ いじめを許容しない雰囲気の醸成 
   ・ 自他の大切さを認め、豊かな人権感覚を育てる集団づくりの推進 
 ４ 安全・防災・保健・環境教育の充実 
   ・ 生活安全、交通安全等の安全教育及び防災教育の推進 
   ・ 危険を予知し回避する実践的行動力の育成 
   ・ 健康教育の推進と検診後受診率の向上 
   ・ 学校版ＩＳＯの推進 
 ５ 魅力ある学校づくりの推進 
   ・ 地域貢献活動の推進 
   ・ 自治体や関係機関との連携強化 
   ・ ＨＰの充実と最新情報の発信 
 ６ 働き方改革の推進 
   ・ 心身ともに健康に働ける職場づくりの推進 

 

３ 自己評価総括表 
    評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 
評
価 

成果と課題 
大項目 小項目 

学校 

経営 

持 続 可 能

な 学 校 運

営 

部活動や舎監等

を除く業務を勤

務時間内に終え

ることを継続さ

せる。 

部活動や舎監等

を除く業務を勤

務時間内に終え

る。 

業務の精選およ

び職員の適正配

置 

Ａ ○各部署において業

務の精選や、行事の

簡素化を行った結

果、行事の準備等の

負担が減った。 

○部活動指導員、教

員業務支援員、寄宿

舎管理業務職員を任

用し、職員の業務の

負担軽減を行った。 

○慣例として残って

いる行事等もあるた

め、今後さらに精選

を図る。 

各分掌部におけ

る業務の平準化 

業 務 の 改

善 

実効性のある業務

改善の実施 

「働き方改革を

意識した業務遂

行ができている

」職員85%以上 

校務処理の仕組

みの見直しと効

率化 

Ａ 

 

職員アンケートでは

「南稜高校は働き方

改革が計画的に推進

されている」は78.3ノー残業デーで
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（前年:78.9%） の定時退勤の徹

底 

％(61.8%)で16.5p上

昇し、「私は働き方改

革を意識し、業務の

効率化と計画性を図

っている」が95.7％

(78.9%)で、16.8p上

昇した。働き方改革

の推進、個人の意識

や効率化と計画性と

もに昨年度より大幅

に改善した。 

働 き 方 改

革の推進 

働き方改革の実践  時間外勤務の縮

減 

（超過勤務が月

平均時間37時間

）  

目標は上期で月

平均40時間、下

期で月平均34時

間 

Ａ 4月～12月の月平均

残業時間は30時間03

分（43時間07分）で目

標を大幅に達成して

いる。今年度から学

校日課を15分繰り上

げ、部活動の終了時

間を30分繰り上げた

ことが大きな要因で

あると考える。 

募 集 定 員

の確保 

入学者数の確保 入学者数 130人

以上 

（前年:124人） 

ホームページや

マスコミ等を活

用した本校教育

活動の周知 

Ｂ ○各学科ともに職員
が熱心にホームペー
ジで最新の情報の更
新を行った。  
○体験入学に加えオ
ープンスクール（土
曜日）を開催し、本
校の普段の様子を多
くの方に見学しても
らった。また、地域
未来留学の説明会
（東京、大阪）に参
加した。 

○定員確保に向け、

様々な取組を行った

結果、前期（特色）選

抜志願者数は 113名 

(111名)と前年より2

名増加。 

体験入学及び中

学生保護者向け

学校説明会（地

域未来留学を含

む）の充実 

 

学力 

向上 

 

わ か る 授

業の実践 

授業改善 ｢授業が理解で

きた｣生徒90%以

上（前年:90%） 

個別最適化の観

点で各教科及び

学科内で授業内

容の振り返り（公

開授業期間・授業

研鑽） 

Ａ 授業で｢わかった｣｢

できた｣という達成

感があると回答した

生徒は約93%であっ

た｡今後も生徒への

学習に対する興味･

関心を高めるような

工夫及び｢南稜スタ

ンダード｣の理念に

基づいた授業実践を

継続していく｡ 

ICTを活用した

授業実践を進め

、教師のKI(くま

も と ICT) 指 数

各教科における

南稜スタンダー

ドに基づいた効

果的な ICT活用

Ｂ 教師の KI(くまもと

ICT)指数は89％であ

った。職員研修の場

等を通して授業での
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90%以上（前年

:80%） 

の充実 実践へとつながる

ICTの活用について

考えていくとともに

、限られた学習時間

を効率的に運用する

観点からもICTの活

用を図っていく。 

学習習慣  欠席防止 年間出席率 95%

以 上 ( 前 年

:94.7%) 

○各部との出欠

状況の共有 

○担任や学年団

を中心とした愛

の１・２・３運動

＋１（プラスワ

ン）の実施 

Ａ １３クラス中１０ク

ラスが95%以上を達

成した。学校全体と

しては96.1%(12月末

)で昨年度より1.4ｐ

上回った｡引き続き

学習意欲の更なる喚

起､及び不登校傾向

生徒への継続的な対

応を実施していく｡ 

キャリ

ア教育 

(進路 

指導) 

進学･就職

支援  

 

 

 

 

進路目標の達成 進学･就職とも、

志望先への合格

･内定100%（前年

:100%） 

希望調査と面談

による適正な選

択の支援 

Ｂ １月以降に試験があ

る生徒以外は、民間

就職をはじめ国立大

学１名を含め全員が

進路目標を達成。 

定着指導  就業の継続  1年以内の早期

離職率10%以下（

前年:4.6%） 

○就職先企業へ

の訪問等による

情報収集 

○３年生への早

期離職防止のた

めの講話 

Ｂ 令和７年３月卒業生

で１年以内の離職者

は５名（7.5％）。目

標値以内だが、昨年

度よりも増加。 

 

生徒 

指導 

 

生 徒 の 自

発的・主体

的 な 成 長

や 発 達 を

支 え る 指

導  

生徒が南稜高校の

一員として役割を

担い持てる能力を

発揮して、協働し、

互いの人格を尊重

し合って生きるこ

との大切さを学ぶ

学習活動の充実を

図る。 

○社会的資質・

能力の育成  
○「私は学校行

事や部活動、ボ

ランティア活動

などに積極的に

参加している」

生徒80%以上（前

年:73.9%） 

学校行事等の特

別活動に生徒が

積極的・主体的

に活動するため

の生徒会活動の

推進  

Ｂ 結果は77.8％であっ

たが、今年度より月

１回の委員会活動を

行うことで、生徒の

自主的な活動は増え

た。 

○自己指導能力

の育成  

○「南稜高校に

通うことは、自

分の将来にとっ

て意義があると

感じている」生

徒90%以上（前年

:91.9%） 

体育大会等の集

団活動を通じた

連帯感や、集団

社会における望

ましい態度や行

動の育成 

Ｂ 結果は89.9％で目標

に0.01％足りなかっ

たが、概ね高い評価

を得ているため、今

後も学校行事を通し

た育成を継続すると

ともに、生徒主体の

行事運営に努めてい

く。 
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人権教

育の推

進 

自 他 の 大

切 さ を 認

め、豊かな

人 権 感 覚

を 育 て る

集 団 づ く

りの推進 

体育大会・南稜祭

、講演会など振り

返りの時間を設

定し、実践を定期

的に振り返り意

識化を図るとと

もに結果を分析

し、次の課題解決

に生かす。 

「私は南稜高校

での人権教育を

とおして他人を

思いやる心を持

ち、人に優しく

接しようとする

思いが強くなっ

た」生徒90 

% 以 上 （ 前 年

:92.3%） 

〇 1年次の至誠

寮短期宿泊研修

による、集団の

中でよりよい人

間関係を自主的

実践的に形成す

る力の育成 

○6月の人権教

育LHR、10月の人

権教育講演会の

実施による、集

団の中で自己の

生活の課題を発

見しよりよく改

善する力や自己

の理解を深め、

自己のよさや可

能性を生かす力

の育成 

Ｂ 結果は91.6％（92.3%

）の評価。数値の変動

は僅差であるが、人

権教育講演会のテー

マ設定や内容の伝え

方について検討の余

地があることが示唆

された。 

命 を 大 切

に す る 心

を 育 む 指

導 

社会の変化に対

応して主体的に

判断するため、よ

りよい生き方を

選ぶ上で必要な、

選択基準ないし

判断基準を育成

する。 

「私は南稜高校

での人権教育を

とおして、命の

大切さを再認識

した」生徒90%以

上 

○9月に行われ

るストレス対処

教育LHRによる、

命に向き合うま

なざしの育成 

○11月に行われ

る収穫感謝祭に

よる、いのちを

いただくことの

意味と他者や自

然への敬意の学

習 

Ａ 結果は100％達成。人

権学習と日頃の授業

における学びが相乗

効果を生むことでい

のちの尊さをより深

く実感することがで

きた。 

いじめ

の防止

等 

い じ め の

未然防止・

早期発見・

事案対処  

いじめをしない態

度や能力を身につ

ける働きかけを行

い、いじめを生ま

ない環境づくりを

する  

○「南稜高校の

先生は、悩みや

相談に親身にな

って応じてくれ

る」生徒90%以上  

（前年:89.2%） 

 

 

 

 

 

○「南稜高校で

はいじめや暴力

などを見過ごさ

ず早期に対応し

てくれる」生徒

90%以上（前年

:84.2%） 

○普段からの面

談、スクールサ

イン、生徒支援

会議や、学期に

１回アンケート

等を実施し、生

徒の把握と教員

間の適切な情報

共有や、いじめ

の早期発見に努

める。 

○情報集約当者

である学年主任

を中心に、集約

された情報を基

に組織的にいじ

め防止の対応を

行う。  

Ｂ 〇結果は86．5％で目

標には至らなかっ

た。スクールサイン

での、いじめに関す

る投稿が０件であっ

たため、今後はスク

ールサインについて

の案内の強化や投稿

しやすい環境づくり

を目指す。 

〇結果は85.5％。各

学年主任を中心に情

報の集約は組織的に

行うことができた。

しかし、双方の聞き

取りなど、対応に時

間がかかったことも

あり早期にという部

分で課題が残った。 

(R7いじめ認知件数) 

1学期：4件 

2学期：3件 

3学期：2件 
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「南稜高校は落

ち着いたよい学

校である」生徒

75%以上（前年

:64.1%） 

Ｌ Ｈ Ｒ を 活 用

し、ストレス対

処やアンガーマ

ネジメント、Ｓ

ＯＳに気づく力

な ど を 身 に つ

け、いじめが起

きにくい環境づ

くりに努める。  

Ｃ 結果は 67.1%で目標

達成には至らなかっ

たが、昨年度よりも

3.0ｐ上昇した。今年

度は校内での生徒同

士のトラブル等もあ

ったことが原因とも

考えられる。集会等

でアンガーマネジメ

ントについて講話等

もしたが、そういっ

た機会を増やしてい

きたい。 

地域連

携(ｺﾐｭ

ﾆﾃｨ･ｽｸ

ｰﾙなど

) 

学 校 運 営

協 議 会 の

開催 

総合型コミュニテ

ィー・スクールの

実践  

「地域や学校の

実態を踏まえた

授業や関係機関

と連携した授業

など特色ある授

業に取組んでい

る」教員90%以上

（前年:94.1%） 

○学校運営方針

の周知と共有 

○学校の課題や

情報等の共有 

○学校の課題の

解決に向けた協

議 

Ｂ ○授業においては生

徒の97.3%、保護者の

95.9%が特色ある授

業を受けていると肯

定的回答であった。

一方で、特色ある授

業に取組んでいると

回 答 し た 職 員 は

81.0%と昨年の 94.1

％を大きく下回っ

た。 

○運営協議会では、

学校運営方針の周知

や学校課題の解決に

向けた意見交換がで

きた。 

地域連携 地域とともにあ

る学校づくりの

実践 

「地域連携や地

域活性化に関す

る活動への参加

」生徒100人以上

(前年:100人) 

○地域イベント

への積極的参加

と地域と連携し

た研究活動の推

進 

○各学科での開

放講座の実施 

Ａ 各学科、様々なイベ

ントに積極的に延べ

１４７人の生徒が参

加した。ただ、一部に

偏りが見られるとこ

ろもあった。 

地域資源の活用 ○｢郷土に誇りを

持っている｣生徒

90%以上（前年

:96.7%） 

○農業系学科・

コースで、地域

資源を活用した

授業・行事を年

に２回以上実施 

地域特産物や人

材を活用した授

業展開による郷

土愛の醸成及び

新たな地域資源

活用方法の提案 

Ａ 「郷土（人吉球磨）が

好きである」は91.6

％であった。農業系

学科では、地域振興

局や地元自治体、各

種産業と連携した授

業を数回実施し、事

後のレポートからも

生徒の学習の深まり

を感じることができ

た。 

特色あ

る学校

づくり 

専 門 教 育

の充実  

南稜スタンダー

ド農場版の実践 

｢専門教科に興

味･関心がある｣

｢学習内容を理

解している｣生

徒 90% （ 前 年

:94.2%） 

○基礎､基本を

押さえた授業の

実践 

○全教科でポー

トフォリオ評価

の徹底 

Ｂ 「南稜高校では、他

校にない特色ある授

業を受けることがで

きている」は97.3％

と高かったが、授業

評価の「専門教科に

興味関心があります
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か」は80.3％で他の

項目に比べて低い結

果となった。今後、授

業や実習を通して、

更に産業教育の重要

性を伝えていく。 

特別支

援教育

体制の

充実 

個 別 の 教

育 支 援 計

画 と 指 導

計 画 に よ

る 指 導 の

充実 

人吉球磨地区特別

支援教育ガイドラ

インに基づいた個

別の教育支援計画

・指導計画の作成

と活用  

「南稜高校の先

生は私の個性や

ニーズに合った

指導や支援を行

ってくれている

」生徒85％以上（

前年:86%） 

○月１回実施の

生徒支援会議に

おいて各学年及

び学科から生徒

情報を集約し、

組織的かつ適切

な支援体制の構

築を図る。 

○ＳＣおよびＳ

ＳＷと連携し、

必要に応じて外

部機関との連携

強化を図る。 

○教科担当者会

を開催し、教科

担当者の共通理

解と好事例の共

有を行い、生徒

の学習環境を整

備し、個別最適

な学びを促進す

る。 

Ｂ 結果は87.8％であっ

た。「特別支援教育へ

の理解が進んでおり

、組織的、体系的な支

援が行われている」

保護者評価79.4％、

職員評価78.3％であ

った。次年度以降、特

別な教育的ニーズの

ある生徒の実態を職

員間で共有する組織

的な支援体制を充実

させる。さらに、保護

者への支援や協働に

関する役割を担う教

職員の専門性向上に

努め、積極的に外部

機関との連携を図っ

ていきたい。 

    
 


